
報告第９４号                 平成１６年５月２７日承認  
 

福祉保健部会障害福祉分科会の事務事業調整方針について  
 
 福祉保健部会障害福祉分科会の事務事業調整方針について別冊のとおり本協

議会に報告し、その承認を求める。  
  平成１６年５月２７日提出  
 

                 津地区合併協議会  
                     会長 近 藤 康 雄  



報告第９４号

協 議 会 報 告 項 目

津 地 区 合 併 協 議 会

福 祉 保 健 部 会

障害福祉分科会　8-4



１回 ２回 ３回

8 - 4 - 1 8/7 9/18

8 - 4 - 2 8/7 9/18

8 - 4 - 3 8/7 9/18

8 - 4 - 4 8/7 9/18

8 - 4 - 5 8/7 9/18

8 - 4 - 6 8/7 9/18

8 - 4 - 7 8/7 9/18

8 - 4 - 8 8/7 9/18

8 - 4 - 9 8/7 9/18

8 - 4 - 10 8/7 9/18

8 - 4 - 11 8/7 9/18

8 - 4 - 12 8/7 9/18

8 - 4 - 13 8/7 9/18

8 - 4 - 14 8/7 9/18

8 - 4 - 15 8/7 9/13 9/18 10/2

8 - 4 - 16 9/13 9/18 10/2

8 - 4 - 17 8/7 9/18

8 - 4 - 18 8/7 9/18

知的障害者施設措置事業

知的障害者生活ホーム入居委託事業

精神障害者保健福祉手帳交付事務

各種証明書発行事務

身体障害者施設措置事業

進行性筋萎縮症者措置事業

身体障害者手帳交付事務

障害者手帳管理電算委託

療育手帳交付事務

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

障害者等ホームヘルプサービス事業

特別障害者手当給付事業

特別児童扶養手当（給付）取扱事務事業

障害児福祉手当給付事業

福祉手当給付事業

精神障害者通院医療費公費負担事務

心身障害児（者）福祉年金給付事業

重度心身障害者等介護手当給付事業

更生医療給付事業
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１回 ２回 ３回

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

8 - 4 - 19 8/7 9/18

8 - 4 - 20 8/7 9/18

8 - 4 - 21 8/7 9/18

8 - 4 - 22 8/7 9/18

8 - 4 - 23 8/7 9/18

8 - 4 - 24 8/7 9/18

8 - 4 - 25 8/7 9/18

8 - 4 - 26 8/7 9/18

8 - 4 - 27 8/7 9/18

8 - 4 - 28 8/7 9/18

8 - 4 - 29 8/7 9/18

8 - 4 - 30 8/7 9/18

8 - 4 - 31 8/7 9/18

8 - 4 - 32 8/7 9/18

8 - 4 - 33 8/7 9/18

8 - 4 - 34 8/7 9/18

8 - 4 - 35 8/7 9/18

8 - 4 - 36 8/7 9/13 9/18心身障害者小規模作業所運営事業

手話通訳の派遣事業

点字シール作成事業

身体障害者短期入所（運営）事業（ショートステイ）(在宅重度身体障害者
短期保護事業）

重度身体障害者ミニデイサービス事業

障害者の日啓発事業

身体障害者一日社会見学

重度身体障害者入浴サービス事業

声の広報発行事業

身体障害者自動車改造費助成事業

身体障害者自動車操作訓練助成事業

職親委託事業

身体障害者福祉電話事業

補装具の交付事業

身体障害者（児）補装具等自己負担援助事業

重度身体障害者・児日常生活用具給付事業（知的障害者・児日常生活
用具給付事業）

難病患者等日常生活用具給付事業

ガイドヘルパー派遣事業
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１回 ２回 ３回

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

8 - 4 - 37 8/7 9/13 9/18 10/2

8 - 4 - 38 9/13 10/2

8 - 4 - 39 8/7 9/18

8 - 4 - 40 8/7 9/18

8 - 4 - 41 9/13 10/2

8 - 4 - 42 8/7 9/18

8 - 4 - 43 8/7 9/18

8 - 4 - 44 9/13 10/2

8 - 4 - 45 9/13 10/2

8 - 4 - 46 8/7 9/18

8 - 4 - 47 8/7 9/18

8 - 4 - 48 8/7 9/18

8 - 4 - 49 8/7 9/18

8 - 4 - 50 8/7 9/18 10/2

8 - 4 - 51 8/7 9/18

8 - 4 - 52 8/7 9/18

8 - 4 - 53 8/7 9/18

8 - 4 - 54 8/7 9/18

知的障害者グループホーム入居事業

知的障害者授産施設相互利用事業

身体障害者デイサービス事業

精神障害者短期入所事業（ショートステイ）

精神障害者地域生活援助事業（グループホーム）補助事業

精神障害者小規模作業所運営費補助事業

心身障害者扶養共済制度加入者補助金交付事業

身体障害者自動車燃料費助成事業

人工透析患者通院手当

障害者訪問介護扶助事業

精神障害者居宅介護事業（ホームヘルプサービス）

障害者住宅改造補助事業

重度心身障害者タクシー料金助成事業

障害者通所促進事業

精神障害者通所促進事業

心身障害者小規模作業所補助事業

障害者福祉事業等補助事業

社会福祉施設整備借入金利子補給補助事業
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１回 ２回 ３回

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

8 - 4 - 55 8/7 9/18

8 - 4 - 56 8/7 9/18

8 - 4 - 57 8/7 9/18

8 - 4 - 58 9/13 10/2

8 - 4 - 59 8/7 9/18

8 - 4 - 60 3/11 3/25

8 - 4 - 61 3/11 3/25

障害者生活支援事業

身体障害者訪問入浴サービス事業

おむつ給付事業

高次脳機能障害者生活支援事業負担金

重度心身障害者等デイサービス、ショートステイ利用者負担軽減助成事
業

支援費制度

福祉機器及び住宅整備資金助成事業
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1

2

3

4

5

6

7 ・同左 ・同左 ・同左進行性筋萎縮症者
措置事業

・進行性筋萎縮症に罹患してい
る身体障害者に対し、国立療養
所で必要な治療等を行う。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左身体障害者施設措
置事業

・身体障害者更生援護施設への
入所又はその利用を必要とする
者に対しては、当該地方公共団
体の設置する当該施設に入所さ
せ、若しくは利用させ、又は国若
しくは他の地方公共団体若しく
は社会福祉法人の設置する当
該施設に、これらの者の入所を
委託する。

・同左 ・同左

各種証明書発行事
務

・身体障害者手帳交付証明、療
育手帳交付証明、自動車税等
の減税に係る証明、放送受信料
半額免除の免除基準に該当す
る証明等の証明書の発行

・同左 ・同左

精神障害者保健福
祉手帳交付事務

・精神障害者保健福祉手帳交付
（再交付）申請の受付、進達、交
付

・同左

・同左 ・同左 ・同左

・同左

・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左

療育手帳交付事務 ・療育手帳交付（再交付）申請の
受付、進達、交付

・同左 ・同左

・津市に同じ － －障害者手帳管理電
算委託

・身体障害者、知的障害者、精
神障害者関係の管理システム

・身体障害者、知的障害者関係
の管理システム

－

美　里　村 安　濃　町

・同左

芸　濃　町

協　議　項　目 専　門　部　会

関　係　項　目 分　   科　   会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・同左

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町

・同左 ・同左

福祉保健部会

障害福祉分科会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

身体障害者手帳交
付事務

・身体障害者手帳交付（再交付）
申請の受付、進達、交付

・同左
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・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左 ・同左

・区分５９支援費制度へ移行・同左 ・同左

・同左・同左 ・同左 ・同左

・同左

－－－ ・身体障害者、知的障害者関係
の管理システム

白　山　町

・同左

調整の具体的内容
構 成 市 町 村 の 現 況

美　杉　村

・同左

一　志　町

・同左 ・同左

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

１．現行のまま新市に引き継ぐ。
２．新市移行後も、当分の間現行のとおりとし、随時調整する。（合併後、３年程度）
３．現行のまま新市に引き継ぐ。
４．現行のまま新市に引き継ぐ。
５．現行のまま新市に引き継ぐ。
６．現行のまま新市に引き継ぐ。
７．現行のまま新市に引き継ぐ。

調　整　の　内　容

・同左 ・同左

・同左 ・同左

・同左

・同左

香 良 洲 町

・同左
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8

9

10

11

12

13 ・同左 ・同左 ・同左福祉手当給付事業 ・重度障害者に対し、福祉手当
を支給する。（経過措置）

・同左 ・福祉手当申請に係る受付・進
達等

・同左 ・同左 ・同左障害児福祉手当給
付事業

・重度障害児に対し、障害児福
祉手当を支給する。

・同左 ・障害児福祉手当申請に係る受
付・進達等

・同左 ・同左 ・同左特別児童扶養手当
（給付）取扱事務事
業

・障害児の父若しくは母がその
障害児を監護するとき、又は当
該障害児の父母以外の者がそ
の障害児を養育するときに、そ
の父若しくは母又はその養育者
に手当を支給するための事務。
（受付、進達、所得状況届受付・
進達）

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左特別障害者手当給
付事業

・重度障害者に対し、特別障害
者手当を支給する。

・同左 ・重度障害者手当の申請受付・
県への進達

・同左 ・同左 ・同左知的障害者生活
ホーム入居委託事
業

・知的障害者に生活の場を提供
し、日常生活の援助を行うため、
知的障害者生活ホーム設置運
営要綱に基づき設置された生活
ホームに入居させる。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

知的障害者施設措
置事業

・知的障害者を当該地方公共団
体の設置する知的障害者援護
施設に入所させ、若しくはそれを
利用させてその援護を行い、又
は他の地方公共団体若しくは社
会福祉法人の設置する知的障
害者援護施設若しくは心身障害
者福祉協会の設置する福祉施
設に入所させてその援護を行う
ことを委託する。

・同左 ・同左

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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・同左 ・同左・同左

美　杉　村

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左 ・同左・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左

・同左 ・同左・同左

・区分５９支援費制度へ移行・同左 ・同左 ・同左

構 成 市 町 村 の 現 況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

調　整　の　内　容

８．現行のまま新市に引き継ぐ。
９．現行のまま新市に引き継ぐ。
１０．津市・久居市の例をもとに調整する。（合併と同時）
１１．現行のまま新市に引き継ぐ。
１２．津市・久居市の例により調整する。（合併と同時）
１３．津市・久居市の例により調整する。（合併と同時）

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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14

16

17

15

・対象者数 150人 89人 128人

年額　　5,000円 年額　　5,000円 年額　　5,000円

－

・支給額

28人

月額　　1,000円月額　　7,000円

・対象者数

・支給額

149人

更生医療給付事業 ・同左 ・同左

－ － － ・心身障害者福祉年金は、毎年
１月に本人又は扶養義務者、同
居者の申請に基づき支給
年額　5,000円

・同左

・毎年１月１日から１２月３１日ま
で、町内に居住するものであっ
て、身体障害者手帳の交付を受
けた身体障害者（児）で１，２級
の者、あるいは療育手帳の交付
を受けた知的障害者（児）で最重
度、重度の者に年額5,000円を
支給する。

・１月１日現在美里村に住所を
有する身体障害者手帳1･2級保
持者・知的障害者と判定された
者のうち知能指数IQ35以下の
者。(既に受給者においては自
動更新）　新たな受給資格者・・
申請（身体障害者手帳交付簿に
より確認）
年額5,000円支給

・介護者の申請に基づき、審査
し､月額5,000円を年１回支給す
る。
・知的障害者（児）と判定された
者のうち障害の程度が最重度の
者。（在宅において生活している
者）

－ ・重度の身体障害者、３ケ月以
上寝たきり又は重度の痴呆性老
人を介護する家庭介護手当を月
3,000円を支給する。

・同左

重度心身障害者等
介護手当給付事業

・精神又は身体に重度の障害が
ある20歳以上の者又は６ケ月以
上寝たきりの65歳以上の者を常
時介護を行う者に、重度心身障
害者等介護手当を支給する。

・精神、身体、知的に重度の障
害がある者又は６ケ月以上寝た
きりの65歳以上の者を常時介護
を行う者に、重度心身障害者等
介護手当を支給する。年額
60,000円とし月割計算により、4
月・10月・に支給する。所得制限
無。

・対象者に月額3,000円を６月・９
月・１２月・３月に支給する。

・同左 ・同左 ・同左

津　　　　市 美　里　村久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町

－

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

－ －

・同左

安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

福祉保健部会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会

精神障害者通院医
療費公費負担事務

・精神障害者通院医療費公費負
担申請の受付、進達

・同左 ・同左

・知的又は身体に障害がある３
歳以上２０歳未満の児童を扶養
している父母又は養育者に心身
障害児童福祉年金を給付する。
（障害児福祉手当を受けている
者を除く）

・身体又は知的に障害がある３
歳以上２０歳未満の児童を扶養
している父母又は養育者に心身
障害児童福祉年金を給付する。

心身障害児（者）福
祉年金給付事業
・心身障害児童福祉年
金

・心身障害者福祉年金

・身体障害者が更生するために
医療が必要であると認めるとき
は、その者の申請により、その
更生のために必要な医療の給
付を行い、又はこれに代えて更
生医療に要する費用を支給す
る。
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・久居市に同じ

・精神又は身体障害者であっ
て、自ら起居生活が出来ない
者。
・寝たきり老人であって、前号の
状態にある者。
・痴呆性老人で，問題行動があ
り、常時介護を必要とする老人。
を、日常介護する者に年120,000
円支給する

・同左

－

年額　　33,000円

13人

－

調整の具体的内容
白　山　町 美　杉　村

・同左・同左

構 成 市 町 村 の 現 況

調　整　の　内　容

１４．現行のまま新市に引き継ぐ。
１５．新たに制度を制定する。（合併と同時）
１６．新たに制度を制定する。（合併と同時）
１７．津市・久居市の例により調整する。（合併と同時）

・同左 ・同左 ・同左

－ －

・自ら起居生活（食事、排便の始
末等）ができず家庭において常
時介護を必要とする者の介護者
に月額１０，０００円を支給する

・同左・同左

－ －

香 良 洲 町 一　志　町

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・新市においては、国制度の補完の観点から、心身障害児を扶養している父母または
養育者に対して年金を支給していく方向で調整する。
　なお、支給基準、金額等については津市の例を基本として合併までに調整を図って
いく。

－

・新市においても、引き続き手当てを支給していく方向で調整する。
なお、対象、金額等については、合併までに調整する。

・心身に障害を有し、常時介護を
必要とされる者の介護者に、月
額3,000円を支給する。

・介護者に月額5,000円を支給す
る。
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18

19

20

21 － － －身体障害者（児）補
装具等自己負担援
助事業

・身体障害者福祉法に基づき、
身体障害者から申請があったと
きは、盲人安全つえ、補聴器、
義肢、装具、車いすその他厚生
労働大臣が定める補装具を交
付し、若しくは修理するにあた
り、身体障害者福祉法第３８条
の規定により負担すべき費用
（自己負担額）の額を助成する。

－ －

・同左 ・同左 ・同左補装具の交付事業 ・身体障害者から申請があった
ときは、盲人安全つえ、補聴器、
義肢、装具、車いすその他厚生
労働大臣が定める補装具を交
付し、若しくは修理し、又はこれ
に代えて補装具の購入若しくは
修理に要する費用を支給する。

・同左 ・同左

ガイドヘルパー事
業

・重度の視覚障害者又は脳性マ
ヒ等全身障害者であって、日常
生活上又は社会参加を促進す
るうえで特に必要と認められる
場合において、適当な付き添い
が得られない状況にあるとき、ガ
イドヘルパーを派遣して、外出時
における移動の介護をする。

・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左

障害福祉分科会

様式４

障害者等ホームヘ
ルプサービス事業

・重度の身体障害のため、又は
心身障害のため日常生活を営
むのに著しく支障のある障害者
のいる家族で、家族が介護でき
ない状況にあるとき、ホームヘ
ルパーを派遣して、身の回りの
世話をする。

・同左 ・同左

美　里　村 安　濃　町

・同左 ・同左 ・同左

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会

専　門　部　会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

福祉保健部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

協　議　項　目
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－ －

・同左

・同左

－－

・同左・同左

・同左 ・同左・同左

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・同左

白　山　町
調整の具体的内容

・サービスの開始基準や支給量決定基準を比較検討し、標準化する。
区分５９支援費制度へ移行

・通番18の事業と併せてサービスの開始基準や支給量決定基準を比較検討し、標準
化する。
・支援費制度の中でホームヘルプサービス事業の１つとして実施する
追記
区分５９支援費制度へ移行

・同左 ・同左

・同左

香 良 洲 町

・同左

構 成 市 町 村 の 現 況

美　杉　村

調　整　の　内　容

１８．現行のまま新市に引き継ぐ。
１９．現行のまま新市に引き継ぐ。
２０．現行のまま新市に引き継ぐ。
２１．廃止の方向で調整する。

一　志　町

様式４
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22

23

24

25

26 ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左身体障害者自動車
操作訓練助成事業

・自動車運転免許の取得により
社会参加が見込まれる者に、自
動車運転免許の取得に要する
費用の一部を助成する。

・同左 ・同左

職親委託事業 ・知的障害者の援護を職親（知
的障害者を自己の下に預かり、
その更生に必要な指導訓練を行
うことを希望するものであって、
市長が適当と認めるもの。）に委
託する。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左身体障害者自動車
改造費助成事業

・自らが所有し運転する自動車
の手動装置等の一部を改造す
ることにより社会参加が見込ま
れる者に、自動車の改造に要す
る費用の一部を助成する。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左難病患者等日常生
活用具給付事業

・日常生活を営むのに支障があ
る難病患者につき、必要に応
じ、日常生活上の便宜を図るた
めの用具であって厚生労働大臣
が定めるものを給付し、若しくは
貸与する。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

重度身体障害者・
児日常生活用具給
付事業（知的障害
者・児日常生活用
具給付事業）

・日常生活を営むのに支障があ
る身体障害（児）者、知的障害
（児）者につき、必要に応じ、日
常生活上の便宜を図るための用
具であって厚生労働大臣が定め
るものを給付し、若しくは貸与す
る。

・同左 ・同左

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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調　整　の　内　容

２２．現行のまま新市に引き継ぐ。
２３．現行のまま新市に引き継ぐ。
２４．現行のまま新市に引き継ぐ。
２５．現行のまま新市に引き継ぐ。
２６．現行のまま新市に引き継ぐ。

美　杉　村

構 成 市 町 村 の 現 況

・同左 ・同左・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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27

28

29

30

31

32

身体障害者一日社
会見学

－ － － －－ －

－ － －

声の広報発行事業 ・重度の視覚障害者並びに寝た
きり老人に、日常生活に必要な
情報（市政だより・市議会だより
等）をテープに収録して届ける。

・同左 －

手話通訳の派遣事
業

・聴覚障害者等が社会生活上必
要な用件を果たすことができる
よう手話通訳者を派遣する。

・同左 －

－ － －

－ － ・在宅の入浴が困難な身障手帳
１級２級保持者に特別養護老人
ホームの入浴設備を利用し、週
1回の利用を限度に特別入浴を
行う。

障害者の日啓発事
業

・１２月９日の「障害者の日」に街
頭啓発活動を行う。

－ －

重度身体障害者入
浴サービス事業

・入浴の困難な在宅の重度身体
障害者（18歳以上65歳未満の下
肢体幹機能障害で身体障害者
手帳の所持者）に特別養護老人
ホームの入浴設備を利用し、月
２回の入浴を行う。

－ －

－ － －

－ － －身体障害者福祉電
話事業

・日常生活用具として福祉電話
の貸与を受けた身体障害者に
対し、毎月の基本料金の助成を
行う。

－ －

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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美　杉　村

－

－

－

－

－

－－ ・年１回参加者を募り、日帰りで
様々な施設を見学する。

－ － －

－ －－

－ － 　合併までの間に事業者の確保に努め、国の支援費制度へ移行していく方向で調整
する。

－

－ － ・目的にあった効果的な事業内容の検討(啓発・研修会･公演等）－

－ －－ －

構 成 市 町 村 の 現 況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

調　整　の　内　容

２７．廃止の方向で調整する。
２８．津市の例により調整する。（合併と同時）
２９．廃止の方向で検討する。
３０．廃止の方向で検討する。
３１．津市･久居市の例により調整する。（合併と同時）
３２．津市･久居市の例により調整する。（合併と同時）

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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33

34

35

36 ・知的障害者に自活に必要な訓
練を行うとともに仕事を供与し生
活意欲の向上を図るため、小規
模作業所を設置し、その管理運
営を委託している。

委託先　　社協

・同左

委託先　　社協

・同左

委託先　　社協

心身障害者小規模
作業所運営事業

　 　 　

－ － ー重度身体障害者ミ
ニデイサービス事
業

ー － ・身体障害者療護施設要件に該
当する程度の在宅の重度身体
障害者に既存の身体障害者福
祉施設の機能を利用して、小さ
な規模の身体障害者デイサービ
ス事業を実施する。

・同左 ・同左 ・同左身体障害者短期入
所（運営）事業
（ショートステイ）
（在宅重度身体障
害者短期保護事
業）

・身体障害者手帳を所持してい
る１８歳以上の在宅重度障害者
の介護を行う者の疾病その他の
理由により、居宅において介護
を受けることができず一時的な
保護を必要とする場合に、当該
重度身体障害者を一時的に身
体障害者更生援護施設に保護
する。

・同左 ・同左

－ － －点字シール作成事
業

・あらかじめ登録している視覚障
害者に、市から発送する文書
に、発信課名及び電話番号を点
字したシールを貼り、津市からの
文書であること及び問合せ先が
分かるようにする。

－ －

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

様式４

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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美　杉　村

－

・同左

－

構 成 市 町 村 の 現 況

・同左

委託先　　社協

・同左

委託先　　社協

・委託先については合併までに社会福祉協議会等と調整を図る。・同左

委託先　　社協

・同左

委託先　　美杉村福祉団体杉の
実会

－ － ・区分５９支援費制度へ移行－

・同左 ・同左 ・区分５９支援費制度へ移行・同左

－ － ・視覚障害者協会との調整。－

調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

調　整　の　内　容

３３．津市の例により調整する。（合併と同時）
３４．現行のまま新市に引き継ぐ。
３５．廃止の方向で調整する。
３６．現行のまま新市に引き継ぐ。

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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38

39

40

ー ー ー・小規模作業所の運営を補助す
るため、小規模作業所に対し、
通所者1人あたり月額5,000円相
当額を補助する。

・小規模作業所に対し、指導員１
人分の社会保険料相当額を上
限３０万円まで補助する。

37

（単独補助） ー

・同左・同左・心身障害者小規模作業所の施
設整備又は運営を行う者に、三
重県心身障害者小規模作業所
事業費補助金交付要綱の県補
助金の補助基準額の２分の１に
相当する額を助成する。

心身障害者小規模
作業所補助事業

　　　　　　（県補助）

・同左 ・同左 ・同左障害者住宅改造補
助事業

・在宅の重度心身障害者(児）と
同居する者に対し、住宅を当該
重度障害者（児）に適するよう改
造整備するための経費を助成す
る。

・同左 ・同左

－ － ・久居市に同じ社会福祉施設整備
借入金利子補給補
助事業

・施設整備等借入金の利子の支
払いに要する経費に、４分の１を
乗じて得た額を助成する。

・施設整備等借入金の利子の支
払いに要する経費に、２分の１を
乗じて得た額を助成する。

－

・同左 ・津市に同じ ・河芸町に同じ障害者福祉事業等
補助事業

・障害者が参加し、交流する大
会、行事等の運営費を助成す
る。

・身体障害者互助会、点訳グ
ループ、聴覚障害者協会、手を
つなぐ親の会

・町内に存する障害者関係団体
に対してその活動を助成し、福
祉の向上を図る。

・同左
・16年度中に小規模通所授産施
設開設

・同左 ・同左

久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町
区　　　　　分

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

美　里　村 安　濃　町津　　　　市

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会
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ー ー ー

・県補助事業については現行のまま新市に引き継ぐ。
・単独補助事業については、制度を統一して実施する。なお、事業の詳細については、
現行の補助金額が確保されるよう合併までに調整する。

・同左 ・同左

ー

美　杉　村

・同左

・同左

－

・同左

構 成 市 町 村 の 現 況

調　整　の　内　容

３７．新たに制度を制定する。（合併と同時）
３８．新たに制度を制定する。（合併と同時）
３９．現行のまま新市に引き継ぐ。
４０．現行のまま新市に引き継ぐ。

調整の具体的内容

・同左 ・同左 ・同左

－ －－

・新市においては、運営補助的な支援は見直し、新市障害者福祉の向上・推進に寄与
する事業等に対して支援を行っていく方向で調整する。

・津市に同じ ・同左 ・同左

・同左

白　山　町香 良 洲 町 一　志　町

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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41

42

43

45 － －－人工透析患者通院
手当

－ － －

－ －・身体障害者手帳１級・２級の所
持者で自己所有の自動車を自ら
運転するとき。その燃料の一部
を助成する。

・身体障害者手帳１～３級、精神
障害者保健福祉手帳1・2級、療
育手帳Aの所持者で自己所有の
自動車を自ら運転するとき。そ
の燃料の一部を助成する。ただ
し、久居市重度心身障害者タク
シー料金助成事業との重複利用
は不可。

身体障害者手帳１級・２級・３級
の所持者または療育手帳Ａの所
有者が、自己所有の自動車を自
ら運転もしくは家族・介護運転に
より自動車税等の減免を受けた
車両使用する場合。

－

－ － －精神障害者通所促
進事業

・小規模作業所等への通所に要
する費用の一部を助成する。

・同左 －

－ － －障害者通所促進事
業

・国認可の知的障害者通所授産
施設等への通所に要する費用
の一部を助成する。

・県認可の心身障害者小規模作
業所への通所に要する費用の
一部を助成する。

－

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

様式４

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

重度心身障害者タ
クシー料金助成事
業

・身体障害者手帳１級の所持
者、療育手帳A最重度、精神障
害者保健福祉手帳１級の所持
者がタクシーを利用する場合
に、その料金の一部を助成す
る。（月4枚、年間48枚、助成金
額１枚当たり600円。）津タクシー
協会と委託契約を締結し、月初
めに前月分の使用枚数分を協
力する各タクシー会社の請求に
より、それぞれの会社に支払う。

・身体障害者手帳１級～3級（障
害部位にもよる）の所持者、療
育手帳A最重度及び重度の所持
者がタクシーを利用する場合
に、その料金の一部を助成す
る。（月2枚、年間24枚、助成金
額１枚当たり500円。）津タクシー
協会と委託契約を締結し、月初
めに前月分の使用枚数分の請
求により、それぞれの会社に支
払う。15年度から精神障害者保
健福祉手帳1・2級所持者も対
象。

・身障手帳１級・療育手帳Ａ・た
えず療育を必要とすると診断さ
れた未成年で町長が特別に認
めた者に年額一万円を補助す
る。なお河芸町心身障害者自動
車ガソリン費等交通費助成を受
けていないものとする。

－ － －

・ガソリン税、軽油税分を助成す
る。

44

・各月の給油量に対し、ガソリン
50円（１㍑当たり）、軽油25円（１
㍑当たり）を乗じた金額、ただ
し、1ヶ月当たり50㍑を限度とす
る。

各月の給油量に対し、ガソリン
55円（１㍑当たり）、軽油33円（１
㍑当たり）を乗じた金額、ただ
し、1ヶ月当たり50㍑を限度。

身体障害者自動車
燃料費助成事業
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・新市においては、当該事業及び区分41の重度心身障害者タクシー料金助成事業、
区分45の人工透析患者通院手当とを合わせ、対象者にタクシー料金助成、自動車燃
料費助成のいずれかを選択できることとする新たな一つの制度を制定する方向で調
整する。
　なお、支給要件、金額等については合併までに調整を図っていく。

－

－

－

構 成 市 町 村 の 現 況

美　杉　村

－

・本村に住所を有する者
・下肢障害で１級、２級、及び３
級、体幹機能障害１級及び２
級、又は、内部障害で１級に該
当する者
・片道30㎞以上
・１ヶ月につき８日以上
・前年の所得が国民年金法施行
令第５条の４第２項に規定する
所得制限以下の所得
支給額
　月10,000円を限度とする。

－ － ・透析患者の通院に係る費用の
一部を補助
年30,000円を限度

・新市においては、当該事業及び区分41の重度心身障害者タクシー料金助成事業、
区分44の身体障害者自動車燃料費助成事業とを合わせ、対象者にタクシー料金助
成、自動車燃料費助成のいずれかを選択できることとする新たな一つの制度を制定す
る方向で調整する。
　なお、支給要件、金額等については合併までに調整を図っていく。

－ ・本人運転（身体障害者手帳１
～３級）、家族運転（身体障害者
手帳１～２級　所得税非課税世
帯）。

－ －

－

－ －

・津市の例を基に、通所に係る費用の一部を助成する。－ －－

調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

調　整　の　内　容

４１．４１，４４，４５の３事業を一元化し、新事業を創設する。（合併と同時）
４２．４２，４３の２事業を一元化し、新事業を創設する。（合併と同時）
４３．４２，４３の２事業を一元化し、新事業を創設する。（合併と同時）
４４．４１，４４，４５の３事業を一元化し、新事業を創設する。（合併と同時）
４５．４１，４４，４５の３事業を一元化し、新事業を創設する。（合併と同時）

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

－ － ・新市においては、当該事業及び区分44の身体障害者自動車燃料費助成事業、区分
45の人工透析患者通院手当とを合わせ、対象者にタクシー料金助成、自動車燃料費
助成のいずれかを選択できることとする新たな一つの制度を制定する方向で調整す
る。
　なお、支給要件、金額等については合併までに調整を図っていく。

－

・１ヶ月につき50㍑までの税額分
（ガソリン53.8円/㍑　軽油32.1円
/㍑）を補助対象とする。
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46

47

48

49 ・同左 ・同左 ・同左精神障害者地域生
活援助事業（グ
ループホーム）補助
事業

・地域において共同生活を営む
のに支障のない精神障害者に
つき、これらの者が共同生活を
営むべき住居において食事の提
供、相談その他の日常生活上の
援助を行う。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左精神障害者短期入
所事業（ショートス
テイ）

・精神障害者の介護等を行う者
の疾病その他の理由により、当
該精神障害者が居宅において
介護等を受けることが困難と
なった場合に、精神障害者を精
神障害者生活訓練施設等に短
期間入所させる。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左精神障害者居宅介
護事業（ホームヘ
ルプサービス）

・精神障害のために日常生活を
営むのに支障があり、食事及び
身体の清潔の保持等の介助等
の便宜を必要とする家庭等に、
精神障害者が居宅において生
活を営むことができるよう、ホー
ムヘルパーを派遣して、身の回
りの世話をする。

・同左 ・同左

障害者訪問介護扶
助事業

・障害者施策におけるホームヘ
ルプサービス事業については、
所得に応じた費用負担となって
いることから、ホームヘルプサー
ビス事業を利用していた低所得
の障害者であって、介護保険制
度の適用を受けることになったも
の等について、利用者負担の軽
減措置を講じる。生計中心者が
所得税非課税である世帯に属す
る者に、訪問介護利用者負担額
減額認定証を発行し、利用者
は、減額認定証を訪問介護事業
者に提示することで、利用者負
担が軽減される。（平成１６年度
までの間、通常10%の利用者負
担を3%とする。）

・同左 － － － －

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町

専　門　部　会 福祉保健部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

美　里　村 安　濃　町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

協　議　項　目

様式４
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－

・同左

構 成 市 町 村 の 現 況

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左

・津市に同じ － ・平成１６年度で国県補助見直し予定。

白　山　町 美　杉　村
調整の具体的内容

－

香 良 洲 町 一　志　町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容

４６．現行のまま新市に引き継ぐ。
４７．現行のまま新市に引き継ぐ。
４８．現行のまま新市に引き継ぐ。
４９．津市･久居市等の例により調整する。（合併と同時）

様式４
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50

51

52

53

54 ・在宅の身体障害者に対し、通
所による創作的活動、機能訓
練、入浴サービス、給食サービ
ス、送迎サービス等の各種サー
ビスを提供し、身体障害者の自
立と社会参加を促進する。

－ － －

－ － ・津市に同じ知的障害者授産施
設相互利用事業

・知的障害者が身体障害者授産
施設に通所することによって、障
害者の身近な地域での自活の
訓練や働く場を確保し、自立を
促進するとともに、施設の効果
的運営を図る。

・同左 －

身体障害者デイ
サービス事業

・重度障害者に対して通所（日帰
り）により、入浴・食事・創作活
動・リハビリ等の各種サービスを
提供する。

・同左

－ － －知的障害者グルー
プホーム入居事業

・地域の中にある知的障害者グ
ループホームでの生活を望む知
的障害者に対し、共同生活を営
むべき住居において食事の提
供、相談その他の日常生活上の
援助を行う。

・同左 －

－ － －心身障害者扶養共
済制度加入者補助
金交付事業

－ ・心身障害者扶養共済制度加入
者に対し加入額の一部を助成す
る

－

－ － －精神障害者小規模
作業所運営費補助
事業

・在宅の精神障害者に対し、集
団による作業訓練及び生活指導
等を行う精神障害者共同（小規
模）作業所に、指導員等の配置
基準等により、その運営に要す
る経費の一部を助成する。

－ －

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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構 成 市 町 村 の 現 況

調　整　の　内　容

５０．新たに制度を制定する。(合併と同時)
５１．廃止の方向で調整する。
５２．津市・久居市の例により調整する。（合併と同時）
５３．津市の例により調整する。（合併と同時）
５４．津市･久居市の例により調整する。（合併と同時）

美　杉　村

－ ・身体障害者の自立の促進、生
活の改善、身体の機能の維持
向上等を図ることができるよう、
通所により創作的活動、機能訓
練等の各種のサービスを提供す
るとともに訪問により居宅におい
て入浴の増進を図る

・区分５９支援費制度へ移行・重度障害者に対して通所（日帰
り）により、身体障害者療護施設
の施設機能を利用した入浴・食
事・創作活動・リハビリ等の各種
サービスを提供する。

①基本事業：ア機能訓練、イ社
会適応訓練、ウ更生相談、エ介
護方法の指導、オ　スポーツレク
リエーション、カ健康指導
②創作的活動事業
③入浴サービス
④給食サービス
⑤送迎サービス

・同左 ・同左 ・同左 －

－ ・津市に同じ ・区分５９支援費制度へ移行－ －

・心身障害者扶養共済制度加入
者に対し加入額の一部を助成す
る

－ ・現在の該当者のみ期間終了まで補助する方向で調整する。・掛金の一部を負担されるもの
に対して本町が負担する掛金の
一部は次の基準による。
(1)加入者が生活保護法第６条
第１項にいう被保護者であるこ
と。100分の50負担
(2)加入者が県民税及び町民税
を課せられてない世帯に属する
とき。100分の25負担
(3)加入者が県民税及び町民税
の所得割を課せられてない世帯
に属するとき。100分の15負担

・心身障害者扶養共済制度加入
者であって県心身障害者扶養共
済条例施行規則により減額を受
けたものに対し助成

－ － ・単独補助事業については、制度を統一して実施する。なお、事業の詳細については、
37番と整合を図って、合併までに調整する。

－ －

調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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55

56

57

58 重度心身障害者等
デイサービス、
ショートステイ利用
者負担軽減助成事
業

－ － － － － ・障害者がデイｻｰﾋﾞｽ、ショートステイ
ｻｰﾋﾞｽを利用した場合に、その利用料
の一部を助成する。
（町と委託業務契約している施設は除
く。）
・デイサービス事業・・・週１回
食事代等の実費相当額を除いた額
（助成限度額3,000円/回）
・ショートステイ事業・・・2ヶ月に7日
食事代等の実費相当額を除いた額
（助成限度額4,000円/回）

高次脳機能障害者
生活支援事業負担
金

高次脳機能障害者の高次脳機
能の回復を図るためのリハビリ
テーションを医療機関等で適切
に行うとともに、その生活障害に
対して更に地域で継続して支援
できるよう、診断技術やリハビリ
テーションプログラムの確立、ま
た、生活障害支援を継続するた
めに必要な在宅支援サービス、
社会復帰プログラムを確立す
る。

・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左

－ － ・障害者で身体及び精神上の著
しい障害があるため、居宅にお
いて常に介護が必要でかつ失
禁状態にあるため、常に紙おむ
つ等の使用が必要と認められる
者に対し、一ヶ月5,000円を限度
に利用者の請求（おむつ代領収
書添付）により給付を行う。尿摂
りパット、入院中の者も含む。

おむつ給付事業 － － －

－ － ・非課税世帯で対象者が介護機
器を購入する場合及び居室等を
改造しようとする場合にその費
用に対し1/2を助成する。
限度額・・・福祉機器50,000円、
住宅改造　100,000円

但し、障害者が手帳取得障害と
異なる部門の福祉機器を購入の
際、助成を行う。

福祉機器及び住宅
整備資金助成事業

－ － －

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

様式４

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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－－

－

－ －

構 成 市 町 村 の 現 況

美　杉　村

・同左 ・同左 ・同左・同左

・補装具において対応－ －－ －

－－ －

調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

調　整　の　内　容

５５．廃止の方向で調整する。
５６．廃止の方向で調整する。
５７．現行のまま新市に引き継ぐ。
５８．廃止の方向で調整する。

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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60

61

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 障害福祉分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・障害者自らがサービスを選択し、
支給決定を受け事業者と契約して
サービスを利用し、負担能力に応じ
利用料を支払う。
●対象事業
○身体障害者
・居宅介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ)
・デイサービス
・短期入所(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)
・施設利用(通所・入所)
○知的障害者
・居宅介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ)
・デイサービス
・短期入所(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)
・地域生活援助(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ)
・施設利用(通所・入所)
○障害児(18歳未満)
・居宅介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ)
・短期入所(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)
・デイサービス

No．6(身体障害者施設措置事業)、
8(知的障害者施設措置事業)、
18(障害者等ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ事業)、
19(ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ事業)、34(身体障害
者短期入所事業)、35(重度身体障
害者ﾐﾆﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業)、52(知的障
害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ入居事業)、54(身
体障害者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業)、について
は、基本的(緊急等以外）に支援費
制度に移行。現時点で市町村間に
差異はない。

支援費制度59 ・同左・同左 ・同左・同左・同左

障害者生活支援事
業

・障害者の総合相談窓口を設置し、福
祉サービス等のための相談、利用援助
及び住居、活動の場の確保についての
支援等を総合的に行う。
（津市・安芸郡の5市町村が社会福祉法
人に委託）
事業委託料7,500,000円（内国県補助
4,500,000円）
津市負担分2,210,000円

・障害者の総合相談窓口を設置し、福
祉サービス等のための相談、利用援助
及び住居、活動の場の確保についての
支援等を総合的に行う。
（久居市・一志郡の７市町村が社会福祉
法人に委託）
事業委託料5,625,000円（内国県補助
3,375,000円）
久居市負担分1,125,000円

・津市に同じ
（津市に負担金288,000円）

・同左
（津市に負担金177,000円）

・同左
（津市に負担金116,000円）

・同左
（津市に負担金209,000円）

身体障害者訪問入
浴サービス事業

ー ・在宅の身体障害者に訪問入浴サービ
スを提供する。
（平成16年度から実施：予算額1,300,000
円＠12,500円）
対象者：この事業の利用を図らなけれ
ば入浴が困難な在宅の身体障害者。
要件：他のサービスでの利用ができな
い
利用者負担：利用者及び扶養義務者の
税額（市民税・所得税）により0円から単
価の1/2限度。

ー ー ー ー
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調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

調　整　の　内　容
５９．現行のまま新市に引き継ぐ。
６０．新たに制度を制定する（合併と同時）
６１．久居市・一志町の例により調整する。（合併と同時）

構 成 市 町 村 の 現 況

美　杉　村

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・同左・同左・同左・同左

・久居市に同じ
（久居市に負担金86,000円）

・同左
（久居市に負担金236,000円）

・同左
（久居市に負担金217,000円）

・同左
（久居市に負担金116,000円）

・今後の制度改正を踏まえ、支所の執行体制、機能との整合をはかり調整する。

ー ・平成16年度から実施予定
（内容は久居市に同じ）

ー ー
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